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お読みください

　

日 刊　月 2900円
日曜版　月 800円

　
　
芸
予
地
震
な
ら
び
に
本
年
七
月
十
九

日
に
岩
国
市
南
部
を
襲
っ
た
竜
巻
で
多

く
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
鳥
取
県
で
は
、
県
と
市
町
村
が
共
同

し
て
、
自
然
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
住
宅
の
再
建
に
つ
い
て
支
援
金
を
交

付
す
る
こ
と
を
条
例
で
定
め
て
い
ま

す
。
山
田
は
、
岩
国
市
に
お
い
て
も
同

様
の
施
策
を
行
う
こ
と
を
提
案
し
ま
し

た
。

　
当
局
は
、
必
要
性
は
認
め
る
が
、
一

自
治
体
で
は
な
く
、
国
、
県
、
市
が
共

同
で
対
応
す
べ
き
課
題
で
、
現
在
、
国

に
お
い
て
も
、
住
宅
再
建
支
援
制
度
の

創
設
に
向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
国
の
動
向
を
見
守
り
な
が
ら
必
要

な
対
応
を
す
る
と
し
ま
し
た
。

　
私
は
、
現
行
法
の
支
援
内
容
で
は
不

十
分
で
あ
る
。
岩
国
市
に
お
い
て
も
独

自
に
対
応
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
ま
し

た
。

 

九
月
議
会
は
九
月
二
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
開
会
さ

れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
に
は
十
七
名
が
登
壇
し
ま
し

た
。
　
私
、
山
田
泰
之
は
「
災
害
復
興
対
策
」「
環
境
問

題
」「
道
路
問
題
」
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

     2000年の鳥取地震を契機に県知事が県独自の住宅再建支援策を創設。
　 鳥取県（25億円）と市町村（25億円）が共同して基金（50億円）を創設。
　 主な内容は、災害により県内で 10戸以上の住宅が全壊、その他知事が市町村と協議指定
   したもの。
　　補助金額　　限度額　住宅建設(全壊）　300万円　 住宅補修（半壊）　150万円

　 市町村で全壊 10世帯以上、都道府県で全壊 100世帯以上などの自然災害に適用、支給条
   件を満たす被災世帯に最高 100万円まで支給。

　 内閣府が概算要求で示した被災者の住宅再建のための支援金
　 全壊した自宅を再建する場合　　　　最大 200万円
　 大規模に被災した自宅を補修する場合　　最大 100万円
　 居住する賃貸住宅が全壊し、自ら居住先を確保する場合　　最大 50万円

　
山
口
県
東
部
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

が
国
立
岩
国
病
院
沖
に
産
業
廃
棄
物

最
終
処
分
の
建
設
計
画
を
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
地
域
住
民
や
漁
業
協

同
組
合
が
反
対
し
て
い
る
こ
と
を
議

会
で
質
問
（
十
八
議
会
中
、
今
回
で

十
二
回
目
）
し
、
現
計
画
を
白
紙
撤

回
し
、
場
所
の
再
検
討
を
求
め
ま
し

た
。

 

当
局
は
、「
産
業
の
発
展
と
環
境
保

全
の
た
め
、
ぜ
ひ
必
要
な
施
設
だ
と

し
て
地
元
説
明
会
の
開
催
の
た
め
努

力
す
る
」
と
議
会
ご
と
に
同
じ
答
弁

を
繰
り
返
し
ま
し
た
。

 

私
山
田
は
、
現
計
画
が
、
十
六
年

た
っ
て
も
、
こ
の
事
業
が
一
歩
も
前

進
し
な
い
の
は
、
地
元
住
民
の
合
意

の
な
い
建
設
計
画
で
あ
る
と
主
張
。

計
画
は
白
紙
撤
回
し
、
場
所
の
再
検

討
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

 

　平
成
十
四
年
度
の
ゴ
ミ
袋
の
有
料
化

に
伴
い
、
一
億
八
一
七
六
万
一
五
六

三
円
の
収
入
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
、
市
民
へ
の
還
元
を
も
含
め
、
電

気
式
生
ご
み
処
理
器
の
購
入
補
助
金

の
増
額
を
求
め
ま
し
た
。

　
当
局
は
「
電
気
式
生
ゴ
ミ
処
理
器

の
補
助
金
を
昨
年
、
二
万
円
に
引
き

上
げ
た
ば
か
り
。

今
年
度
は
、
今
あ
る
制
度
の
周
知
に

力
を
入
れ
る
」
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

生
ゴ
ミ
の
地
域
循
環
シ
ス
テ
ム
の
構

築
を
目
指
す
た
め
、
平
田
小
学
校
と

岩
国
市
中
通
商
店
街
振
興
組
合
に
一

日
100
Kg
の
処
理
能
力
を
持
っ
た
生
ゴ

ミ
処
理
機
を
そ
れ
ぞ
れ
一
台
設
置
し

ま
す
。（
平
成
十
二
年
三
月
議
会
で

私
山
田
が
学
校
等
に
設
置
す
る
よ
う

求
め
て
い
ま
し
た
）

　　
公
園
や
街
路
樹
の
剪
定
ゴ
ミ
や
家

庭
の
庭
木
剪
定
ゴ
ミ
等
を
焼
却
処
分

せ
ず
に
チ
ッ
プ
化
し
て
堆
肥
に
リ
サ

イ
ク
ル
化
を
求
め
ま
し
た
。

　
剪
定
樹
木
等
の
再
利
用
に
つ
い
て

は
、「
広
域
圏
処
理
も
考
慮
し
な
が

ら
検
討
す
る
」
と
答
弁
い
た
し
ま
し

た
。

　
三
十
数
年
も
前
か
ら
多
く
の
市
議

会
議
員
や
関
係
住
民
が
国
立
岩
国
病

院
前
踏
み
切
り
交
差
点
の
交
通
渋
滞

解
消
を
求
め
て
い
ま
し
た
が
、
当
局

は
今
日
ま
で
、
な
ん
ら
具
体
的
な
解

決
策
を
示
し
て
い
ま
せ
ん
。
私
山
田

は
、
六
月
議
会
で
一
つ
の
案
と
し
て

JR 

の
山
側
に
約
300
M
の
道
路
建
設
を

提
案
、
当
局
は
今
ま
で
と
な
ん
ら
変

わ
ら
な
い
答
弁
に
終
始
し
た
た
め
、

再
度
今
議
会
で
も
提
案
し
ま
し
た
。

　
当
局
は
「
計
画
案
は
岩
国
港
湾
計

画(

山
口
県
）、
JR
、
国
土
交
通
省
の
協

議
を
ふ
ま
え
作
成
す
る
手
順
」
と
し

て
、
具
体
的
な
計
画
は
「
現
在
未
定
」

と
し
ま
し
た
。
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市町村合併を考える　　その 5

  4月に発足以来各市町村持ち回りで、既に 7回の法定
協議会が開催されています。
　市町村合併の地域説明会では、「サービスは高く、負
担は低く」としていましたが、合併協議が進むにつれ
市町村民税（均等割：岩国市は2500円・町村は2000円）
や固定資産税・都市計画税の税率等の問題などで周辺
の町村民の負担が高くなるなど、「法定協議会」では市
町村間での住民負担の格差などの矛盾が表面化してい
ます。

 岩国地域合併協議会の第7回協議会までの確認済み協
定項目は以下の通りです。

今後の協議会開催日程

　傍聴はどなたでも自由にできます。合併協議の内容が
  よく分かります。是非多くの参加が望まれます。

 いよいよ総選挙です。政党を選ぶ比例代表選挙と
候補者名で投票する小選挙区 (山口二区 )がありま
す。

　
　国道188号線と市道通津1号線との交差点
に信号機を設置してほしいと関係自治会や住
民が要望していることについて、その実現を
求め９月市議会で質問を行いました。
　当局は、「岩国警察署が現地調査をし、今
年度設置する」と答弁しました。

衆
議
院
選
挙
で
は

２
回
投
票
し
ま
す
。

「
日
本
共
産
党
」
と
書
い
て
い
た
だ
け
れ

ば
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
得
票
数
に
応
じ
て

党
の
議
席
数
が
決
ま
り
、
名
簿
の
順
に

当
選
し
ま
す

制度解説
　

⇒⇒⇒


